
「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。
また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。令和 8 年５月１日発行

※春の高校伊那駅伝で初優勝した小林高校駅伝部。
14 ページに「表紙のひとコマ」を掲載しています。

2026 　  № 7
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宮
崎
県

小林
市議会だ
よ
り

９月

3 月

６月12 月

市民の声を市政へお届け
議員の一般質問

Ｔｏｐｉｃ_02

野田 議員のイチオシ !!
「八尾神社の赤い紙垂」

Ｔｏｐｉｃ_03Ｔｏｐｉｃ_01

これ、知っちょった？
第２回小林市議会高校生議会

春の高校伊那駅伝優勝！
137チームの頂点に



小林市議会高校生議会ＶＲで小林の魅力ＰＲ
　
　
「
バ
ー
チ
ャ
ル
移
住
×
リ
モ
ー
ト
ま
ち
お

こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
Ｖ
Ｒ
体
験
を
通
し

て
田
舎
暮
ら
し
へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
こ
と
が
目
的
。
小
林
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
移
住
者
や
関
係
人
口
を
増
や
せ
な
い
か
。

ま
た
、
Ｖ
Ｒ
内
で
特
産
物
購
入
や
、
農
業
・
店

舗
の
活
性
化
を
図
れ
な
い
か
。　

問 チーム
 VR 男子

小
こ ぼ り

堀 正
せいしろう

志朗 議員

（小林高・１年）

小
こ や し き

屋敷 哩
り ひ と

仁 議員

（小林高・１年）

𠮷
よしぞの

薗 雄
ゆうすけ

介 議員

（小林高・１年）

　
　

大
変
新
し
く
可
能

性
に
満
ち
た
、
本
市
の

将
来
に
希
望
を
与
え
る

提
案
で
あ
る
。
具
体
的

な
導
入
の
可
能
性
等
を

当
局
に
求
め
て
い
き
た

い
。

答

医療の充実で人口増を
　
　

現
在
、
西
諸
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
休

日
・
夜
間
の
急
病
診
療

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
拡
充
を
進
め
て

い
る
。

　
　

人
口
を
増
や
す
た
め
、
え
び
の
市
の
よ
う

に
高
校
ま
で
医
療
費
を
無
償
化
で
き
な
い
か
。

　
　

市
独
自
で
実
施
す
る
に
は
財
政
負
担
が
生

じ
る
た
め
、
国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

夜
間
医
療
や
産
婦
人
科
が
充
実
す
れ
ば
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
り
、
人
口
も
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

答 チーム
 ノーズ

假
か り や

屋 結
ゆ い と

斗 議員

（小林西高・２年）

川
かわばた

畑 健
た け る

瑛 議員

（小林西高・２年）

※岡
おかはら

原 陽
ようせい

生 議員

（小林西高・２年）

※当日欠席

答

22026/3 はなみずき

小林市を田舎な都会に
　
　

小
林
市
を
、
自
然
の
魅
力
を
活
か
し
な
が

ら
人
を
呼
び
込
む
「
田
舎
な
都
会
」
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
①
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る

よ
う
川
を
再
整
備
す
る
こ
と
、
②
夏
に
生
駒
高

原
で
夜
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
、
③
北
き
り

し
ま
コ
ス
モ
ド
ー
ム
を
学
校
行
事
に
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

チーム
 アクエリ

深
ふ か み

見 美
み な

奈 議員

（小林高・１年）

ほか １名

（小林高・１年）

　
　

若
い
世
代
の
視
点

か
ら
本
市
の
将
来
を
見

据
え
た
示し

さ唆
に
富
む
意

見
で
あ
り
、
議
会
と
し

て
も
課
題
整
理
を
進
め

な
が
ら
、
前
向
き
な
検

討
を
求
め
て
い
く
。

答

空家は資源として活用
　
　

空
き
家
や
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
子
ど

も
が
自
由
に
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
や
勉
強
、
仕
事

の
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
や
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
小
林
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
　

空
き
家
を
利
用
し
た
老
人
施
設
も
あ
る
が
、

高
齢
者
数
に
対
し
て
足
り
て
い
な
い
の
で
は
。

チーム
 コーヒーゼリー

湯
ゆ ふ ね

舟 広
ひ ろ と

翔 議員

（小林秀峰高・２年）

榎
えのくぼ

窪 千
ち ひ ろ

紘 議員

（小林秀峰高・２年）

戸
と だ か

髙 庵
い お り

浬 議員

（小林秀峰高・２年）

答
　
　

空
き
家
を
「
ま
ち

の
資
源
」
と
捉
え
て
い

る
点
が
す
ば
ら
し
い
。

他
の
自
治
体
の
取
組

も
参
考
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。

ダンスバトルの開催を
　
　

市
内
の
高
校
生
が
集
ま
り
、
エ
イ
サ
ー
や

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
、
従
来
の
ジ
ャ
ン
ル
に
と

ら
わ
れ
な
い
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
を
企
画
し
た
い
。

市
で
の
実
施
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
市
内
の
高
校
生
有
志
で
組
織
さ
れ
る
「
絆

答 チーム
 フラワー

中
なかはら

原 亜
あ り す

莉寿 議員

（小林西高・２年）

藤
ふ じ た

田 杏
あ ず

珠 議員

（小林西高・２年）

※上
うえはら

原 果
か ほ

歩 議員

（小林西高・２年）

※当日欠席

を
結
ぶ
物
語
実
行
委
員

会
」
は
イ
ベ
ン
ト
実

績
が
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
、
多
様
な
対
応
に
よ

り
開
催
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

伝統芸能を次の世代へ
　
　

近
年
、
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
人
が
少
な
く

な
り
、
保
存
会
の
方
々
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
機
会

を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
取
組
を
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

保
存
会
の
困
り
ご
と
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

予
算
措
置
・
施
策
案
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

答 チーム
 こばやしっ娘

八
や え お

重尾 彩
さ お み

織美 議員

（小林秀峰高・２年）

上
う え だ

田 愛
あ い み

海 議員

（小林秀峰高・２年）

國
くにもと

本 綾
あ や ね

音 議員

（小林秀峰高・２年）

上
う え だ

田 彩
さ あ や

絢 議員

（小林高・２年）

郷
土
芸
能
の
継
承
活
動

は
、
地
元
の
思
い
や
取

組
が
あ
っ
て
運
営
さ
れ

る
も
の
と
思
う
が
、
皆

さ
ん
の
思
い
を
受
け
止

め
、
当
局
に
対
し
検
討

を
求
め
て
い
く
。

　議場で一般質問にチャレンジ！ 6 チームが練り上げたアイデア全開の質問に議員も思わずドキッ ( ﾟДﾟ )

議場は緊張とワクワクが入り混じる時間になりました。さらに、議長は高校生自身の表決で選出。選ばれた

３人が堂々と議事を進行し、大活躍しました。

高校生議会
のダイジェ
スト動画は
こちら▶

◎高校生議
会のＨＰは
こちら▶

　今まで政治は参加するのでは

なく傍観しているものだったので、

今回の議会に参加して政治に対して

の興味や関心を持てました。

　小林市の課題・現状について

まっすぐに向き合い、友達・議員の

方々と探究することが何よりも価値

あるものになりました。

高校生議員の一般質問

こ

れ、
知っちょった

？

問

問 問問

問 問 問

　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

問答

第２回

　高校生が議会の仕組みを学び、政治への関心を高める目的で開かれている高校生議会。

２回目の開催となった今年は、市内３校の高校生 18 人が一般質問に挑戦しました。

2月3日（月）開会　18名の高校生が参加！▢✓

体験した感想は！？▢✓

高校生が挑んだ、本気の一般質問！▢✓

答

はなみずき№ 763
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委員会でのおもな質疑と審査結果を報告
Focus!! 私たちの暮らしはどうかわる⁇

令和 8 年 3 月定例会は、2 月 25

日（水）から 3 月 24 日（火）ま

での 28 日間の日程で開催され、

議案 26 件を委員会に付託し、審

査しました。

委員会でのおもな質疑と審査結果

を報告します。

総務文教委員会・分科会

◆こばやし健幸ポイント事業 ◆須木庁舎が移転

経済産業委員会・分科会

◆農産園芸振興対策事業費 ◆農村型地域運営組織ＲＭＯ

《議案概要》

　新市誕生 20 周年記念イベント「み

んなで達成 20 億歩（仮称）」を行い、

参加者の歩数に応じて最大 500 Ｐを

付与するもの。

　　参加者の目標数は。

　　令和８年度 2,300 人、令和 9 年

度 2,600 人とし、最終的には対象人

口の１割を目指す。

　　市役所や複合体育館に消費カロ

リーを表示するなど歩く意欲を喚起

する方法を検討されたい。

問
答

《議案概要》

　須木地区で設立された地域運営組

織において、農林業の人材確保や簡

易宿泊事業などの検証を行うもの。

　　事業のスケジュールは。

　　令和 7 年度は立ち上げ期として、

体制作りとビジョン策定、事業計画

策定を行った。令和 8 年度、９年度

は事業計画に基づき、実証事業等を

行う。

　　組織運営を支えるためにも、市

の支援体制の充実を図られたい。

答

《議案概要》

　現在の須木庁舎は耐震性能が低く

安全面が確保できないため、行政機

能を須木総合ふるさとセンターに移

転する。

　　移転後の須木庁舎の管理は。

　　庁舎入口は施錠して住民等が立

ち入れないようにする。

　　ふるさとセンター内の図書館は。

　　センター内の会議室に移動し、

入口をガラス張りに改修する。

　　移転について住民に丁寧かつ分

かりやすい説明を行い、混乱が生じ

ないよう努められたい。

答

答

意

《議案概要》

　有機農業や環境負荷低減に資する

ための農業用機械の導入費に対し、

県が２分の１を補助するもの。

　　導入する機械は。

　　田んぼ内の雑草の生育を抑草す

るロボットを４台導入する。

　　本市で有機農業を推進していく

上でも補助金の活用を広く周知され

たい。

意

答

　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

問答意

市民厚生委員会・分科会
◆物価高対応子育て応援手当

《議案概要》　

　収益的収入 32 億 6,110 万 2,000

円、収益的支出 33 億 6,765 万 1,000

円の予算を計上。

　　医師やスタッフの充足状況及び

令和 8 年度の経営見通しは ｡

　また ､ 地域医療連携法人の現状は ｡

　　整形外科医が 1 人減で患者数が

減り ､ 材料費や物価高騰等もあって非

常に厳しい経営状況が続く見込み ｡ 地

域医療連携法人は現在協議が中断して

いるが ､ 病院の事務レベルを含め、情

報交換しながら進めていきたい ｡

　　西諸医療圏を維持してくため、

医療資源の共有化を目指す地域医療

連携法人の体制構築に努められたい ｡

答

意

《議案概要》

　国の同手当に県独自の上乗せ分と

して ､ 対象児童 1 人当たり 1 万 5,000

円を支給する ｡

　　支給時期及び支給方法は ｡

　　通知書発送により受取の意思を

確認後 ､ 順次 4 月 10 日からの支給

を予定 ｡ なお ､ 国の手当については

プッシュ型で 5,093 人分を支給済み

で、申請を受けた 762 人分も 3 月

24 日までに支給予定である ｡　　

　　子育て世帯の負担軽減を早期に

実現するため ､ 速やかに対応された

い ｡

答

意

（庁舎管理事業費（臨時）予算額　41,568 千円）

（農産園芸振興対策事業費　予算額　500 千円） （農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）形成推進事業費

予算額　11,072 千円）

（物価高対応子育て応援手当支援事業費

予算額　92,668 千円）

（こばやし健幸ポイント事業　予算額　16,029 千円）

意

意

◆市立病院と地域医療の現状

問

問

問問

問 問

（３月補正）

（３月補正）
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1 月臨時会の
録画配信ページ

はこちら▶

◎議案の内容は
こちら▶

令和 8 年第 1 回臨時会   表決結果一覧 ( 令和 8 年 1 月 16 日 )

報告案件
報告 1

専決処分の承認を求めること
物価高対応
子育て応援手当支給事業費に係る一般会計補正予算

承認

R7 補正予算
議案 1

一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

議案 2 病院事業会計補正予算（第 5 号） 原案可決

議案番号 議案名

◆全会一致の議案◆

表決結果

令和 8 年第 2 回臨時会   表決結果一覧 ( 令和 8 年 2 月 12 日 )

報告案件
報告 2

専決処分の承認を求めること
衆議院議員総選挙費に係る一般会計補正予算

承認

その他
議案３

第３次小林市総合計画の策定
第３次小林市総合計画の策定について、議会の議決を
求めるもの

原案可決

議案番号 議案名

◆全会一致の議案◆

表決結果

2 月臨時会の
録画配信ページ

はこちら▶

◎議案の内容は
こちら▶

令和 8 年第 3 回定例会   表決結果一覧
( 令和 8 年 2 月 25 日～ 3 月 24 日 )

堀 

研
二
郎

小
川 

真

能
勢 

誠

野
田 

利
典

松
嶺 

勇
一

橋
本 

律
子

永
野 

雅
己

金
松 

勲

有
木 

将
吾

押
領
司 

剛

前
田 

隆
博

貴
嶋 

憲
太
郎

竹
内 

龍
一
郎

舞
田 

重
治

吉
藤 

洋
子

原 

勝
信

鎌
田 

豊
数

大
迫 

み
ど
り

髙
野 

良
文

R8 当初予算
議案 10

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 11 国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 14 介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 15 後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

条例関係
議案 26

国民健康保険税条例の一部改正
子ども・子育て支援法等の一部改正に伴い、
子ども・子育て支援納付金の納付に要する費
用に充てるための国民健康保険税を徴収する
ための改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 28

介護保険条例の一部改正
介護保険法施行令の一部改正に伴い、令和８
年度における介護保険料率の算定に関する合
計所得の額の算定方法の特例等を設けるため
の改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため

◆表決の分かれた議案◆

議案 27
公の施設に関する条例の一部改正
須木永田児童遊園について児童福祉施設として
の用途を廃止することに伴う改正

原案
可決

議案 29

大淀川左岸地区農業用用排水施設管理条例の一
部改正
宮崎市及び綾町並びに九州農政局との間で締結
した土地改良財産に係る管理委託協定書を変更
することに伴う改正

原案
可決

議案 30
火入れに関する条例の一部改正
林野火災注意報の運用が開始されることを受け
た改正

原案
可決

議案 31

山村定住住宅の設置及び管理に関する条例の一
部改正
上ノ原団地の一部を入居者に譲渡したことに伴
い、管理戸数を変更するための改正

原案
可決

議案 32
病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正
病院事業管理者の給料の額を見直すことに伴う
改正

原案
可決

人事案件
議案 33

公平委員会の委員の選任【3 月 6 日採決】
・酒匂 重成（さこう しげなり） 氏

同意

諮問
1・2・3

人権擁護委員の候補者の推薦【3 月 6 日採決】
・椎原 えい子（しいはら えいこ）氏
・堤下 真弓（つつみした まゆみ）氏
・京保 久恵（きょうほ ひさえ）氏

同意

陳情
陳情 1

新宿区において顕在化した事例を受けて、政党
機関紙の庁舎内勧誘行為に関する早期の実態把
握と再発防止を求める陳情

不採択
※Ｐ８

委員会提出
委員会 1

議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正

原案
可決

議案番号 議案名

◆その他◆

報告案件
報告 3

専決処分した事件の報告
市道 370 号町東・一本杉２号線沿いの私有地
内において発生した物損事故について、和解
し、損害賠償の額を定めたもの

報
告
に
対
す
る

質
疑
を
も
っ
て
終
了

議案番号 議案名
表決
結果

表決
結果

R7 補正予算
議案 4

一般会計補正予算（第 12 号）【2 月 25 日採決】
原案
可決

議案 5 一般会計補正予算（第 13 号）
原案
可決

議案 6 国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4 号）
原案
可決

議案 7 介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
原案
可決

議案 8 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 4 号）
原案
可決

議案 9 病院事業会計補正予算（第 6 号）
原案
可決

R8 当初予算
議案 12

物品購入特別会計予算
原案
可決

議案 13 西諸地域介護認定審査事業特別会計予算 
原案
可決

議案 16 水道事業会計予算
原案
可決

議案 17 下水道事業会計予算
原案
可決

議案 18 農業集落排水事業会計予算
原案
可決

議案 19 病院事業会計予算
原案
可決

条例関係
議案 20

犯罪被害者等支援条例の制定
市における犯罪被害者等の支援のための基本と
なる事項を定めるための制定

原案
可決

議案 21

職員等の旅費に関する条例の全部改正
国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正に
伴い、職員等の旅費の取扱いについて国家公務
員に準じた見直しを行う改正

原案
可決

議案 22

総合支所設置条例の一部改正
須木庁舎の機能を須木総合ふるさとセンターの
一部に移転することに伴い、同庁舎の位置を変
更するための改正

原案
可決

議案 23

議員及び市長の選挙における選挙運動の公営に
関する条例の一部改正
公職選挙法施行令の一部改正に準じ、議員及び
市長の選挙運動における選挙運動用ビラの作成
の公営に要する経費に係る限度額を改定するた
めの改正

原案
可決

議案 24

職員の分限手続及び効果に関する条例の一部改正
地方公務員法に基づき、職員を降給する場合の
事由及び手続について必要な事項を定めるため
の改正

原案
可決

議案 25

常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正
小林市特別職報酬等審議会の答申を踏まえ、市
長、副市長及び教育長の給料の額を見直すこと
に伴う改正

原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

◆全会一致の議案◆

◎議案の内容
はこちら▶

3 月定例会の
録画配信ページ

はこちら▶
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答 問
… 

質
問

… 

答
弁

… 

意
見

意

一 般 質 問
市民の声を市政へお届け

　議員が日ごろの議員活動を通して疑問に感じていることや改めたいこと、
実現すべきことについて質問・提案し、市長・部長等が答弁します。
　３月定例会では 11 人の議員が質問しました。
※一般質問者の二次元バーコードから、録画配信を YouTube で
　ご覧いただけます。
　また、一般質問する議員の事前インタビュー動画を撮影し、
YouTube にアップしています。ぜひ、ご覧ください。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

若
年
層
の
「
転
出
超
過
」
は

出
生
数
の
減
少
、
ひ
い
て
は
人
口

減
少
を
加
速
さ
せ
る
要
因
。
ふ
る

さ
と
納
税
で
多
額
の
財
源
を
確
保

し
た
都
城
市
が
独
自
の
移
住
・
子

育
て
施
策
を
拡
充
し
た
こ
と
で
、

小
林
市
か
ら
転
出
す
る
傾
向
も

あ
り
、
強
い
危
機
感
を
覚
え
る
。

２
０
２
３
、２
０
２
４
年
の
都
城

市
へ
の
転
入
・
転
出
数
は
。

　
　

２
０
２
３
年
は
転
入
１
４
０

人
、
転
出
３
７
４
人
（
転◇
豆
辞
典出
超
過

２
３
４
人
）。
２
０
２
４
年
は
転

入
83
人
、
転
出
１
９
１
人
（
転
出

超
過
１
０
８
人
）、
う
ち
０
〜
49

歳
の
転
入
67
人
、
転
出
１
６
７
人

（
転
出
超
過
１
０
０
人
）。

　
　

近
年
の
小
林
市
の
転
出
超
過

の
分
析
は
。

　
　

10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の

進
学
・
就
職
に
伴
う
市
外
流
出
が

長
年
続
い
て
お
り
、
こ
れ
が
転
出

超
過
（
社
会
減
）
の
主
な
要
因
で

あ
る
。

　
　

10
～
20
代
の
進
学
・
就
職
で

の
転
出
は
、
行
政
で
の
対
応
は
な

か
な
か
難
し
い
。
取
り
組
む
べ
き

は
、
20
代
後
半
か
ら
40
代
の
「
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
小
林
市

を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
。
こ
の
世

代
へ
の
施
策
の
拡
充
が
必
要
で

は
な
い
か
。

住み続けたい小林市へ
答答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

小
お が わ

川 真
まこと

 議員

意

小林市の若年層の転入転出の状況

　
　

　
　

　
　

　
　

飼
料
・
資
材
価
格
高こ
う
と
う騰
や
子

牛
価
格
の
低
迷
、
担
い
手
の
高
齢

化
に
よ
り
畜
産
経
営
は
厳
し
く
、

令
和
７
年
に
は
繁
は
ん
し
ょ
く殖
農
家
が
45

戸
、
母
牛
頭
数
が
７
７
５
頭
減
少

し
て
い
る
。
小
規
模
農
家
が
約
７

割
を
占
め
、
母
牛
頭
数
も
目
標
の

１
万
１
千
頭
を
下
回
っ
て
い
る
が

市
の
認
識
と
対
応
は
。

　
　

厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま

え
、
農
家
の
声
を
聞
き
な
が
ら
適

時
的
確
な
支
援
を
行
い
、
経
営
規

模
に
応
じ
た
増
頭
な
ど
意
欲
あ

る
農
家
へ
の
支
援
策
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
過か
じ
ょ
う剰
投
資
を
避
け

計
画
的
な
規
模
拡
大
が
重
要
と

考
え
る
。

　
　

肥
育
農
家
の
経
営
状
況
へ
の

認
識
と
支
援
策
や
対
応
は
。

　
　

子
牛
価
格
は
牛
肉
在
庫
や
消

費
動
向
と
連
動
し
、
肥
育
農
家
は

約
１
年
半
先
の
枝
肉
価
格
を
見
据

え
た
投
資
と
な
る
。
各
種
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
経
営
悪
化
時
に

は
国
県
の
対
策
を
基
本
に
市
と
し

て
も
検
討
す
る
。

　
　

農
地
集
約
、
集
積
の
現
状
と

今
後
は
。

　
　

地
域
計
画
を
基
に
細
野
地

区
、
三
松
地
区
で
実
施
。
今
後
は

畑
か
ん
事
業
、
多
面
的
事
業
、
中

山
間
地
域
事
業
を
活
用
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
農
地
集
約
や
農

道
整
備
を
進
め
、
農
業
の
維
持
に

取
り
組
む
。

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

永
な が の

野 雅
ま さ み

己 議員

地域農業の今と課題は
答

答答

小林地域家畜市場の子牛セリ市

生
産
農
家
と
肥
育
農
家
の
課
題

農
地
集
約
整
備
の
取
組
状
況

議案第 10 号　令和８年度一般会計予算

橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員
　タブレットの使用・権利使用料等に 7,000 万円超を
投じるＩＣＴ教育推進事業費に反対する。児童生徒への
健康被害とともに、ＡＩデジタルドリルの使用回数の報
告等が現場への圧力となり、教師の専門性と自由度が損
なわれることを懸念する。

反対討論

【委員会での主な意見】
　当局への聴き取りによると、政党機関紙の勧誘行為に関する苦情や相談は寄
せられていないため、議会からあえて実態把握を求める必要はない。

新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内
勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情

【結果】
　本会議で委員長報告があり、採決の結果、全会一致で不採択となりました。

小
お が わ

川 真
まこと

 議員
　市長選を控えた骨格予算として、義務的経費や継続事
業を適切に計上し、未来まち創生基金活用による子育て
支援や国スポ整備など、市民生活を停滞させない編成を
評価。6 月の肉付け予算での新たな政治判断を期待し、
賛成する。

賛成討論

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

転
出
超
過
と
は
、
他
の
地
域
か
ら

の
転
入
者
数
よ
り
も
、
他
の
地
域

へ
引
っ
越
す
転
出
者
数
の
方
が
多

い
状
態
の
こ
と
。

問問

問

問問

３月定例会の
インタビュー動画

はこちら▲

▢✓陳情第１号

▢✓ 徹底討論
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合
併
20
周
年
の
記
念
式
典
は
。

　
　

物
価
高こ
う
と
う騰

な
ど
の
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
、
新
市
誕
生
20
周
年

の
み
に
特
化
し
た
式
典
は
開
催

し
な
い
。

　
　

市
民
総
参
加
の
記
念
事
業
に

向
け
た
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
や
、
記

念
事
業
へ
の
児
童
・
生
徒
の
参
画

並
び
に
企
画
運
営
の
考
え
は
。

　
　

現
時
点
で
は
決
定
し
て
い
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
お
い

て
、
児
童
・
生
徒
に
参
画
し
て
し

て
い
た
だ
く
か
も
含
め
て
検
討
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

20
年
の
中
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
状
や
名め
い
よ誉

市
民

表
彰
な
ど
も
重
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
大
事
な
20
周
年
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
参
画
す
る
こ
と
で
貴

重
な
経
験
や
体
験
が
で
き
、今
後
、

こ
の
地
域
で
色
々
な
も
の
を
仕
掛

け
て
い
く
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
展

開
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

■
次
期
市
長
選
に
つ
い
て

■
G
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
た
計
画
に
つ
い
て

■
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

２０年記念イベントは
答答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

記念すべき議会だより創刊号

意

　
　

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
手
数
料
約

１
億
４
０
０
０
万
円
が
市
外
へ
流

出
し
て
い
る
。
自
前
サ
イ
ト
の
構

築
状
況
は
。
ま
た
、
体
験
型
返
礼

品
の
開
発
は
。 

　
　

自
前
サ
イ
ト
は
シ
ス
テ
ム
会

社
と
構
築
に
向
け
協
議
中
で
あ

る
。
体
験
型
返
礼
品
は
他
自
治
体

の
取
組
を
参
考
に
研
究
す
る
。

　
　

市
内
業
者
の
成
長
と
賃
上

げ
、
基
幹
産
業
の
安
定
と
環
境
評

価
の
向
上
な
ど
、
出
口
戦
略
を
積

極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

 　
　

有
機
農
法
「
菌
ち
ゃ
ん
野
菜

づ
く
り
」
は
、
食
育
や
環
境
行
政

の
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
食

育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
に
位
置

づ
け
、
市
民
の
相
談
や
支
援
の
窓

口
を
明
確
に
で
き
な
い
か
。

　
　

計
画
へ
の
再
位
置
づ
け
は

行
わ
な
い
が
、
農
業
振
興
課
に
要

望
が
あ
れ
ば
、
支
援
や
連
携
を
し

て
い
く
。 

　
　

意
欲
あ
る
市
民
や
保
育
施

設
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
商
品
券
給
付
事
業
の
事
務
費 

■
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
再
構
築 

財源の活用と環境教育
答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

新
しんせいかい

生会

能
の せ

勢 誠
まこと

 議員

納
税
目
線
の
ポ
ー
タ
ル
構
築

意

ふるさと納税特設サイトの充実を

循
環
型
食
育
の
推
進
体
制

意

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

意
見
交
換
会
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
る
と
、
須
木
地
区
は

他
校
と
比
べ
る
と
提◇

豆
辞
典言

書
に
「
賛

同
し
な
い
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
を
ど
う
分
析
す
る
か
。

　
　

12
回
の
意
見
交
換
会
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
全
体
的
に

は
多
く
の
方
に
賛
同
い
た
だ
い
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
８
年
５
月
に
公
表
予
定

の
方
針
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見

は
ど
の
よ
う
な
形
で
集
約
す
る
見

通
し
か
。

　
　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
中

学
校
区
で
の
説
明
会
を
開
催
し
、

丁
寧
に
意
見
聴
取
し
て
い
く
。

　
　

須
木
地
区
の
住
民
の
考
え
は

他
の
地
区
と
は
全
然
違
う
。
須
木

が
村
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、
学
校
を

な
く
す
選
択
肢
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
ま
と
め
と
方
針
を
出
す
前
に

小
さ
な
学
校
の
声
を
丁
寧
に
聴

き
、思
い
を
汲
み
取
っ
て
ほ
し
い
。  

　
　
　

　
　

地
区
体
育
館
は
、
建
物
の
老

朽
化
、
仕
切
り
ネ
ッ
ト
が
半
分
垂

れ
下
が
っ
て
い
る
な
ど
、
施
設
や

設
備
が
傷
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
修
繕
の
見
通
し
は
。

　
　

多
く
の
地
区
体
育
館
で
不
備

が
出
て
い
る
の
で
、
必
要
な
修
繕

は
適
宜
行
っ
て
参
り
た
い
。

　
　

須木村のままだったら
答答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党

橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員

中学校がなくなることへの不安が

学
校
の
在
り
方

地
区
体
育
館
の
補
修

答

お
し
え
て

こ
す
モ
～

提
言
書
と
は
、
令
和
７
年
２
月
に
提
出

さ
れ
た
「
小
林
市
立
学
校
の
在
り
方
に

関
す
る
提
言
書
」
の
こ
と
。
小
学
校
は

当
面
の
間
、
現
状
維
持
。
中
学
校
は
再

編
し
、
適
正
規
模
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
内
容
。

豆
辞
典

意

　
　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
分
野
だ
け
で
な
く

各
分
野
で
、
学
び
た
い
、
活
動
し

た
い
と
い
う
声
と
、
地
域
の
指
導

者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
横
断
的

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す

る
考
え
は
。

　
　

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
有
効
な
手
だ
て
で
あ
る
が
、
多

様
な
分
野
の
人
材
バ
ン
ク
を
統
合

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
管
理
・
運

用
面
な
ど
十
分
な
調
査
研
究
が
必

要
で
あ
る
。

　
　

全
国
的
に
デ
ジ
タ
ル
ベ
ー
ス

の
取
組
が
各
自
治
体
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。
１
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
取
組

を
期
待
す
る
。

　
　

東
京
農
業
大
学
か
ら
農
業
実

習
生
と
し
て
累
計
１
３
１
人
が
本

市
の
農
家
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
受
入
体
制
の
支
援
や
関
係
人

口
の
構
築
戦
略
は
。

　
　

北
き
り
し
ま
田
舎
物
語
を
中

心
に
受
け
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
農

業
に
関
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
機

関
と
の
情
報
交
換
は
重
要
と
考
え

る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

農
業
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的

に
意
見
交
換
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
市
内
道
路
に
お
け
る
緊
急
車
両

の
通
行
に
つ
い
て

人が灯す未来への輝き

答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

堀
ほり

 研
け ん じ ろ う

二郎 議員

指
導
者
人
材
バ
ン
ク
構
築
へ

意

農
業
関
係
人
口
の
構
築

神戸市の人材バンク「コベカツ」

➡創
刊
号
に
は
、
旧
小
林
市
・
旧

須
木
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し

た
「
新 

小
林
市
議
会
議
員
」
や
、

委
員
会
構
成
等
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

問問

問問

問

問

問問

問
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特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資

格
が
あ
る
の
に
、
受
給
さ
れ
て
い

な
い
方
が
多
い
。
本
市
の
状
況
と

認
識
は
。

　
　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要

で
、
国
の
定
め
る
基
準
と
同
等
以

上
の
状
態
と
認
め
ら
れ
た
方
に
支

給
さ
れ
、
40
名
の
方
が
受
給
さ
れ

て
い
る
。

　
　

令
和
６
年
４
月
の
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
は
６
５
０
名
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
は
23

名
。
受
給
者
の
う
ち
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
方
は
。

　
　

40
名
す
べ
て
手
帳
保
持
者
。

　
　

手
帳
が
な
く
て
も
認
知
症
、

肢
体
不
自
由
、
要
介
護
の
高
齢
者

で
も
受
け
取
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

要
介
護
４
・
５
の
場
合
で
も

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
手
当
を

受
給
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　

市
と
県
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
に
相そ

う
い違

が
あ
る
が
。

　
　

昨
年
３
月
に
国
か
ら
県
へ
の

通
知
は
あ
っ
た
が
、
県
か
ら
市
へ

の
通
知
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
適
切
な
表
現
に

改
め
、
令
和
８
年
の
「
し
ょ
う
が

い
し
ゃ
の
し
お
り
」
に
も
同
様
に

盛
り
込
ん
で
い
く
よ
う
に
準
備

中
。関
係
者
に
も
周
知
徹
底
す
る
。

特別障害者手当とは何
答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党

大
おおさこ

迫 みどり 議員

手
帳
は
な
く
て
も
受
給
対
象
者

答答 厚
労
省
が
周
知
徹
底
を
通
知

可能性ある方には進んで知らせて

答

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

人
口
減
少
が
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
国
の
交
付
金
や

新
た
な
支
援
制
度
を
活
用
す
る

た
め
に
も
、
部
局
横
断
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
が
必

要
で
は
。

　
　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
第
３
次
総
合
計
画
で
示
し

た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
戦
略
的
、
優
先
的
に
取
り
組

む
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設

置
は
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て

い
く
。

　
　

　
　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
は
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な

ど
の
影
響
で
耕
作
放
棄
地
の
増
加

や
、
生
産
量
の
減
少
が
懸け

ね
ん念

さ
れ

る
。
事
業
継
承
を
前
提
と
し
た
農

業
特
化
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
令
和
８

年
度
予
算
で
新
た
な
事
業
を
計
上

し
て
い
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い

て
も
、
県
・
Ｊ
Ａ
な
ど
と
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。
幅
広
い
分
野
で
の
受
入
体
制

に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
み
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

人口減少に今歯止めを
答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

吉
よしふじ

藤 洋
よ う こ

子 議員

急
激
な
人
口
減
少
へ
の
対
策
は

答

初めての収穫に笑顔の黒部隊員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
有
効
活
用

　
　

制
度
の
周
知
と
、
周
知
の

浸し
ん
と
う透

状
況
の
認
識
は
。

　
　

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
で
情

報
提
供
し
て
い
る
。
一
定
の
周
知

は
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

引
き
続
き
周
知
啓
発
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
私
費

を
投
じ
て
運
営
し
て
い
る
保
護

シ
ェ
ル
タ
ー
や
手
術
拠
点
の
活
動

実
態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

内
容
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
る
が
、
費
用
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

地
域
猫
活
動
の
推
進
と
周

知
、
そ
の
取
組
を
市
全
体
へ
と
広

げ
る
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

地
域
猫
活
動
を
全
地
域
に
広

げ
る
に
は
、
住
民
の
合
意
形
成
が

非
常
に
重
要
。
今
後
、
周
知
啓
発

に
努
め
、
住
民
の
理
解
が
い
た
だ

け
る
土
壌
を
作
り
た
い
。

　
　
「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
し
お

り
」
の
不
満
や
、
使
い
に
く
い
点

な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換

で
改
善
で
き
な
い
か
。

　
　

令
和
８
年
度
中
に
、
障
が
い

福
祉
計
画
を
改
定
予
定
。
改
定
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
検
証

で
き
る
設
問
を
検
討
し
て
い
く
。

地域猫活動の在り方は
答

答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

新
しんせいかい

生会

前
ま え だ

田 隆
たかひろ

博 議員

捕獲され「さくらねこ」に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の
実
現

答

　
　

　
　

須
木
庁
舎
の
現
状
は
。

　
　

耐た
い
よ
う用
年
数
は
16
年
残
っ
て
い

る
が
、
２
階
は
耐
震
性
が
な
く
、

防
災
拠
点
建
築
物
の
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
。
老
朽
化
に
よ
る
修

繕
が
年
次
的
に
発
生
し
て
い
る
。

　
　
「
小
林
市
須
木
庁
舎
」
整
備

基
本
方
針
策
定
ま
で
の
経
緯
は
。

　
　

須
木
庁
舎
は
防
災
拠
点
建
築

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
震

性
が
不
足
し
て
い
る
。
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
庁
舎
整

備
推
進
委
員
会
等
の
協
議
を
経

て
、
須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
に
移
転
す
る
と
い
う
方
針
を

出
し
た
。

　
　

須
木
住
民
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

　
　

令
和
５
年
10
月
に
実
施
。

５
５
７
世
帯
の
う
ち
、
４
３
７

世
帯
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回
答
率

は
78
・
５
％
。「
費
用
が
か
か
っ

て
も
須
木
庁
舎
は
残
す
べ
き
」
が

16
・
８
％
、「
移
転
し
て
も
良
い
」

が
51
・
８
％
、「
ど
ち
ら
で
も
良
い
」

が
25
・
６
％
で
あ
っ
た
。

　
　

今
後
の
住
民
へ
の
周
知
は
。

　
　

住
民
説
明
会
を
行
う
ほ
か
、

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ

シ
等
で
広
報
予
定
。

そ
の
他
の
質
問

■
市
長
の
２
期
８
年
間
の
市
政
に

つ
い
て

■
須
木
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て

　
　

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

金
かねまつ

松 勲
いさお

 議員

須木庁舎の機能移転は
答答

ふるさとセンターへ機能を移転

答

答

➡
目
印
と
し
て
、
耳
を
桜
の
花
び
ら

の
形
に
カ
ッ
ト
す
る
た
め
「
さ
く

ら
ね
こ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

問問問

問

問問問

問

問問

問問問

問
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○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

～
小
林
市
唯
一
の
神
楽「
岩い
わ
と
か
ぐ
ら

戸
神
楽
」
～

参
考
文
献
：
小
林
史
談
会　

ひ
な
も
り
66
号

取
材
協
力
：
岩
戸
神
楽
保
存
会　

田
原　

治
男 

会
長

取
材
・
編
集
：
小
川　

真
／
原　

勝
信

語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ 

44

発祥の地：岩瀬川岩盤の鏡の跡

六月灯 岩戸神楽の様子

　

小
林
市
唯
一
の
神
楽
で
あ
る
「
岩
戸
神
楽
」
は
、
毎
年
７
月
30
日
の
岩
戸
神

社「
六
月
灯
」に
て
奉ほ
う
の
う納
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
起き
げ
ん源
は
１
６
２
０
年
頃
。関せ
き
が
は
ら

ヶ
原

の
戦
い
に
敗
れ
、
こ
の
地
へ
辿た
ど

り
着
い
た
島し
ま
づ津

豊と
よ
ひ
さ久

の
家
臣
た
ち
が
、
亡
き
主

君
や
郷き
ょ
う
り里
へ
の
思
い
を
神
楽
に
託た
く

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
は
っ
し
ょ
う
祥
の
地
と
さ
れ
る
岩
瀬
川
の
岩
壁
に
は
、
鏡
の
跡
が
刻
ま
れ
た
巨
大
な

洞ど
う
く
つ窟
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
夜
を
徹て
っ

し
33
番
が
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
中
の
３
節せ
つ

の

み
が
継
け
い
し
ょ
う
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
現
在
は
、
岩
戸
神

楽
保
存
会
が
懸け
ん
め
い命
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

神楽を通じて姉妹都市と交流

　

三
松
中
学
校
文
化
発
表
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
、
２
年
生
に
よ
る
岩
戸
神
楽
の
奉
納
が

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

８
月
に
は
、
姉
妹
都
市
・
能
登
町
と
の
交
流

事
業
で
も
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
活
動

の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
と
無む
び
ょ
う
そ
く
さ
い

病
息
災
を
願
い
保
存
会
の

手
で
守
り
抜
か
れ
る
「
岩
戸
神
楽
」。
日
本

の
夜
明
け
を
告
げ
る
そ
の
舞
は
、
時
代
を
超

え
て
未
来
へ
と
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。

　
　

　
　

健
康
へ
の
意
識
改
善
に
つ
い

て
ど
う
分
析
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
取
組

の
浸
透
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て

い
る
。

　
　

健
康
を
維
持
さ
せ
る
取
組
に

お
い
て
、
医
療
費
の
推
移
は
。

　
　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
へ
の
参

加
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、

事
業
参
加
者
と
非
参
加
者
の
医
療

費
の
格
差
が
拡
大
す
る
傾
向
が
確

認
さ
れ
た
。

　
　

２
期
８
年
の
財
政
運
営
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　

国
及
び
県
の
補
助
金
等
の
有

効
活
用
で
、
新
規
起き
さ
い債
の
抑
制
、

事
業
の
優
先
順
位
づ
け
の
実
施
、

さ
ら
に
歳
出
抑
制
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、
起
債
残
高
を
着
実

に
縮
減
で
き
た
。

　
　

計
画
策
定
の
実
効
性
は
。　

　
　

所
有
者
が
空
き
家
等
を
管
理

で
き
る
環
境
整
備
や
、
利
活
用
に

関
す
る
情
報
発
信
な
ど
の
側
面
的

支
援
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

　
　

側
面
的
支
援
の
内
容
は
。

　
　

空
き
家
の
所
有
者
や
相
続
人

等
に
対
し
て
文
書
ま
た
は
個
別
訪

問
に
よ
り
、
解
体
や
適
切
な
維
持

管
理
等
の
是
正
を
促
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
小
林
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

■
地
方
創
生
の
取
組
に
つ
い
て

市長の政治姿勢を問う
答答 答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

貴
き じ ま

嶋 憲
け ん た ろ う

太郎 議員

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
と
財
政

体組成の測定で健康づくり

小
林
市
空
家
等
対
策
計
画

答

議員の自動失職について
　堀

ほり

 研
け ん じ ろ う

二郎 議員が市長選挙に立候補したため、

公職選挙法第 90 条の規定により、令和８年４

月 12 日付で市議会議員の職は自動失職となり

ました。これにより、小林市議会は現員数 18

名となりました。

原
はら

 勝
かつのぶ

信 市民厚生副委員長
　　　  広報広聴副委員長

小
お が わ

川 真
まこと

 広報広聴委員長

問問問

問問

表紙のひとコマ

　今号の表紙は、3 月に長野県で行われた「春の

高校伊那駅伝」で見事初優勝した小林高校駅伝部

の皆さんです。

　谷
たにやま

山 凌
りょうた

太 主将は、「今回の優勝を自

信に変え、インターハイ路線で個の力

をつけ、冬の都大路で再び日本一を取

れるよう練習に励んでいきたいと思い

ます」と抱負を語ってくれました。

　小林高校駅伝部の今後の活躍から目

が離せません！優勝杯

　堀議員が市長選挙立候補に伴い各常任委員会

の役職を辞任されたため、互選の結果、市民厚

生副委員長に原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員、広報広聴委員長に

小
お が わ

川 真
まこと

 議員及び副委員長に原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員が就

任しました。

写真 (左から )：竹
た け だ

田 櫂
か い じ

司選手、岩
い わ た

田 健
た け し

志選手、上
う え だ

田 充
み ち る

琉選手、

　　　　　　谷
たにやま

山 凌
りょうた

太主将、矢
や の

野 侑
ゆうすけ

典選手、赤
あかさき

﨑 海
か い と

太選手
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八
や つ の お

尾神社の赤い紙
し で

垂

編 集 後 記

　新
しんりょく

緑が眩
まぶ

しい季節となりました。
　今号では高校生議会を特集いたしました。
参加された高校生には、少しでも議会を身近
に感じ取ってもらえたものと思います。
　今後も引き続き、市民のみなさまにとって
身近で開かれた議会となるよう努めてまいり
ます。これからも、是非ご一読ください。

広報広聴委員　貴嶋　憲太郎

◆次の 6 月定例会（予定）は

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

　開会日…６月 8 日（月）

一般質問…６月 11 日（木）、12 日（金）、

　　　　　６月 15 日（月）、16 日（火）

議案質疑…６月 18 日（木）

　閉会日…６月 29 日（月）

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

464

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和9 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 76　2026.3 月議会号）

議員の

おしえてこすモ～「火
かなんしょうじょ

難消除」とは？

　神社や寺院で火災の災難

や不運を消し去り、家や身

の回りを火災から守るよう

祈願すること。

豆辞典

イチオシ‼

アクセスマップ

珍しい赤い紙垂

八尾神社

　　神社の鳥居や本殿のしめ縄などに垂
た

らされる紙
し で

垂。 私たちが

よく目にするのは、 神聖さや清浄さを象徴すると言われる白い

紙垂ですが、 八尾神社では珍しい赤い紙垂が使われています。

　旧野尻町史に、 創
そうけん

建は室町時代頃であろうと記されているこ

の神社は、 キサガイヒメ（伎
き さ が い ひ め

佐貝比売） という赤貝の神が祭
さいじん

神

として祀
まつ

られています。

　　古事記によると、オオナムヂ（後の大
おおくにぬしのみこと

国主命）が兄たちの

陰
いんぼう

謀により大やけどを負って死んでしまった際、キサガイヒ

メが赤貝を削った粉で治療を施
ほどこ

すと、オオナムヂが無事に生

き返ったとされています。八尾神社の赤い紙垂には、赤貝の

赤と火
かなんしょうじょ

難消除の意味が込められていると伝えられています。


